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日本サンゴ礁学会のメディア

• 書籍

• ニュースレター

• 学会誌

• ウェブページ

紙媒体

オンライン

＋各大会での公開シンポジウム



日本サンゴ礁学会
関係書籍

「日本のサンゴ礁研究」：2002年
→日本のサンゴ礁研究史をまとめたもの
「日本のサンゴ礁（和文、英文）」：2004年
→日本のサンゴ礁の紹介
「Proceedings of the 10th International Coral 
Reef Symposium」：2006年
→第10回国際サンゴ礁シンポジウム論文集
「現代サンゴ礁の世界（案）」：2008年予定

→サンゴ礁の啓蒙書

企画委員会

「日本のサンゴ礁（和文）」は、一般会員・学生会員に配布



現代サンゴ礁の世界（案）

• サンゴ礁の生物多様性

• サンゴ礁の環境変動

• サンゴ礁のダイナミクス

• サンゴ礁の物質循環

• サンゴ礁の保全

• サンゴ礁と海草群落・マングローブ

• サンゴ礁の調査・研究手法

• サンゴ礁の未解決の問題



日本サンゴ礁学会ニュースレター

広報委員会
一般会員・学生会員・会友会員に配布
会員外からの投稿受付
１年経過したものはサンゴ礁学会ウェブで公開
http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/

サンゴ礁学会の活動内容とサンゴ礁に
関して広く知っていただくためのもの

連載記事、議事録、大会公告



日本サンゴ礁学会誌Galaxea

学会誌編集委員会
一般会員・学生会員に配布
会員外からの投稿受付
J-STAGEでのオンラインジャーナル化を進めている
http://www.jstage.jst.go.jp/browse/-char/ja

サンゴとサンゴ礁に関する
研究論文を掲載

1999年より発行

•和文・英文論文
•特集論文（サンゴ礁白化現象）



日本サンゴ礁学会ウェブ

広報委員会

サンゴ礁学会の活動内容と
サンゴ礁に関して広く知って
いただくためのもの

•入会方法
•各委員会活動
•大会プログラム
•サンゴ礁Q&A
•サンゴ礁関連イベント
•リンク集
•質問受付
•保全委員会ポータルサイト（予定）

http://wwwsoc.nii.ac.jp/jcrs/



サンゴ礁Q&A

•サンゴとサンゴ礁
•サンゴの生態
•サンゴの白化現象
•サンゴ礁研究と保全活動
•オニヒトデの基礎知識
•サンゴ礁と地球温暖化（予定）

要望により作成



日本サンゴ礁学会からの情報発信

•日本サンゴ礁学会は、さまざまな媒体で、一般向け、
専門家向けの情報を発信している（書籍、学会誌、
ニュースレター、ウェブ）
•広く情報を収集・発信するために、なるべくオープン
にし、会員外からの寄稿や質問を歓迎している（学会
誌、ニュースレター、ウェブ）
•紙媒体に加え、インターネットによる即時公開を進め
ている（学会誌）

課題： オープンにすること vs.会員のメリット
海外への発信



2008年：国際サンゴ礁年

http://www.iyor.jp/

国際サンゴ礁イニシアティブ
（ICRI）により決定

世界各国において、大勢の人にサ
ンゴ礁についての理解を深めても
らうための普及啓発活動や、多様
な主体（企業、NGO、行政、研究

者、市民等）が連携したサンゴ礁
保全活動が展開される

キャッチフレーズ：「知ろう、行こう、守ろう」



国際サンゴ礁年に向けての活動

２．既存の活動の整理・連携

環境教育WG
ダイビングWG
科学者WG（サンゴ礁学会）
沖縄WG

１．広報活動

ワーキンググループ（WG）立ち上げ

→WG内での連携、WG間の連携

（科学的知見の普及、モニタリングデータ収集）

サンゴ礁を知るためのキャンペーン



科学的知見の普及

国際サンゴ礁年ウェブ
「サンゴ礁を知ろう」
へのコメント

http://www.iyor.jp/intro/



科学的知見の普及

サンゴ礁学会ウェブの活用

サンゴ礁Q&A
保全委員会等活動の公開
（ポータルサイトの構築）



2007年夏の白化
石西礁湖での例

環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンター
http://www.coremoc.go.jp

2007年9月2-7日

7月 8月

30



環境教育、行政、研究者のネットワークを活用した
2007年夏のサンゴ白化情報の収集

環境省国際サンゴ礁研究・モニタリングセンターで公開
http://www.coremoc.go.jp

行政：国際サンゴ礁研究・
モニタリングセンターの情報収集

環境教育：海辺フォーラムML

研究者：日本サンゴ礁学会ML

総合：国際サンゴ礁年ML

集約

2007年白化データ収集のよびかけ

（ポイント名、位置、観察日時、水深、岸からの距離、白化の程度、種類）

国際サンゴ礁年環境教育WG＋科学者WG＋行政の協働



国際サンゴ礁年への貢献

•国際サンゴ礁年を科学的側面からサポート

•科学的知見の普及

•他分野（環境教育、ダイビングなど）との協働

2007年12月9日
国際サンゴ礁年
キックオフシンポジウム
＠立教大学
http://www.iyor.jp/


